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みんなの目標
SDGs

第３回
飢餓　　を
考える

世界をよりよく変えるための「持
SDGs

続可能な開発目標」。
国連サミットで採択された、2030 年までに達成を目指す目標です。
「世界を変える！？」なんて、自分には関係ないと感じるかもしれません。
でも、あなたのほんの少しの意識と工夫で暮らしや働き方が変わり、
一人ひとりの行動が、世界を変える第一歩になるのです。
SDGsは政府が推進し、いま、自治体・企業・地域へと広がっています。

　　　界の食糧は、地球上の人々にとって十分な量が生産され
　　　ており、私たち日本人もスーパーやコンビニ等で手軽に
食べたい食料が手に入る環境にあります。

　　　れにも関わらず、世界人口の9人に1人（8 億人以上）
　　　が飢餓（栄養不良）に陥っています。慢性的な貧困や多
発する紛争が飢餓の大きな原因で、加えて近年の異常気象か
ら起こる災害が人々の暮らしを更に脅かしています。また、開
発途上国の農業における収穫・加工段階での食料廃棄や先進
国による消費段階での食品ロスが、世界の食料生産量のうちの
３分の１も占めているといった驚きの事実があります。

　　　餓を無くすために、貧しい人々を中心に栄養改善や食
　　　料安全保障を強化し、グローバルな食料・農業システム
の根本的な変革を進めることが急務となっています。日本で生
活している私たちも、日々の無駄をなくすことで食料資源の有
効利用に貢献でき、ひいては地球全体の飢餓を減らすことにつ
ながっていきます。
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食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに
持続可能な農業を推進する

参考：国際連合広報センターホームページ
　　   農林水産省ホームページ
　　   世界食糧計画（WFP）ホームページ

問　企画課　行政経営係

【私たちが日常でできること】【私たちが日常でできること】
◆食品ロスを減らしましょう！
　冷蔵庫の中身をこまめにチェックすることで、
　消費期限等の確認ができ、適量の買い物ができます。
　「訳あり品」を買ってみましょう！大きさや形が規格に合わないだけで
　「ワケアリ」になっている野菜や果物がたくさんあります。

◆感謝を忘れず、なんでも食べて免疫力を高めよう！
　あなたの食卓に並んでいるものには、必ず誰かが関わっています。
　苦手な食材も調理して、食べてみましょう！

イラスト・九間ハート
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傷があっても

味は変わらないよ！


